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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月17日(2015.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イメージング剤において、次の構造

［式中、Ｒ１はＨ、Ｆ、ＣＦ３、Ｃｌであり、Ｒはリンカーであり、Ｘは前記イメージン
グ剤のイメージング成分若しくは放射性同位体又は類似体若しくは薬学的に許容される塩
である］を有することを特徴とするイメージング剤。
【請求項２】
　請求項１に記載のイメージング剤において、

Ｘがイメージング成分であることを特徴とするイメージング剤。
【請求項３】
　請求項１に記載のイメージング剤において、前記リンカーが、直鎖、分岐若しくは環状
のアルキル、アリール、エーテル、ポリヒドロキシ、ポリエーテル、ポリアミン、複素環
式、芳香族、ヒドラジド、ペプチド、ペプトイド、若しくは他の生理学的に適合性のある
共有結合基又はこれらの組合せからなる群から選択されることを特徴とするイメージング
剤。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載のイメージング剤において、Ｘが、フッ素同位体、
臭素同位体、塩素同位体又はヨウ素同位体などのハロゲン同位体であることを特徴とする
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イメージング剤。
【請求項５】
　請求項４に記載の化合物において、Ｘが、１８Ｆ、１９Ｆ、１２０Ｉ、１２１Ｉ、１２

２Ｉ、１２３Ｉ、１２４Ｉ、１２５Ｉ、１２７Ｉ、１３１Ｉ、３５Ｃｌ、３７Ｃｌ、７５

Ｂｒ、７６Ｂｒ、７７Ｂｒ、７９Ｂｒ、８０Ｂｒ、８０ｍＢｒ又は８１Ｂｒであることを
特徴とする化合物。
【請求項６】
　請求項５に記載のイメージング剤において、Ｘが１８Ｆ又は１９Ｆであることを特徴と
するイメージング剤。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載のイメージング剤、及び薬学的に許容される担体、
希釈液、緩衝液を含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項８】
　キットにおいて、請求項１乃至６の何れか１項に記載のイメージング剤又は請求項７に
記載の医薬組成物、及び前記キットの使用の仕方の説明書を含むことを特徴とするキット
。
【請求項９】
　次式

［式中、Ｒ１はＨ、Ｆ、ＣＦ３、Ｃｌであり、Ｒはリンカーであり、Ｘはトシラート、メ
シラート、トリフラート、ノナフラート及びハロゲンからなる群から選択される脱離基、
又は前記化合物の類似体である］を有する化合物を含む診断用キットにおいて、前記キッ
トが請求項１乃至６の何れか１項に記載のイメージング剤を調製するために使用されるこ
とが可能であることを特徴とする診断用キット。
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